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ン C.0x.xx に対応しています。
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本書の内容

このガイドでは、ChemStation B.0x.0x リビジョンから OpenLab CDS 
ChemStation Edition C.01.08 以降へのアップグレードと、分析システムの設
定について詳しく説明します。 このガイドでは、OpenLab CDS 
ChemStation Edition を ChemStation と記載します。

この文書は、ChemStation Workstation をアップグレードする前の参考資料
にしてください。ChemStation B バージョンから OpenLab CDS 
ChemStation Edition（ChemStation C バージョン）へのデータ移行の詳細
については、『OpenLab CDS ChemStation Edition の ChemStation B.04.03 
SP1 および SP2 からのデータの再利用』（Disk 1¥Docs に収録した 
CDS_CS_Data-Migration.pdf）を参照してください。

1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
この章では、Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition での Agilent 
ChemStation のバージョン A および B からの変更の概要、およびこのガイド
の内容に関する情報を説明します。

2 ライセンス方針
この章では、Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition のコンポーネント
と機能に関するライセンス方針について説明します。

3 OpenLab CDS ChemStation Editionへのアップグレードの前提条件
この章では、OpenLab CDS ChemStation Editionソフトウェアが正常に動作
するための要件について説明します。PC のタイプやパフォーマンス、オペ
レーティングシステム、および通信プロトコルに関する要件を説明します。

4 ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレード
この章では、Agilent ChemStation リビジョン B を Agilent OpenLab CDS 
ChemStation Edition にアップグレードする方法について説明します。アッ
プグレード中のアドオンソリューションへの対処法も含まれます。

注記 リビジョン C.0x.0x 以降からのアップグレードの詳細については、『OpenLab 
CDS ChemStation Edition ワークステーションインストールガイド 』第 6 章を
ご覧ください。
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この章では、Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition での Agilent 
ChemStation のバージョン A および B からの変更の概要、およびこのガイドの
内容に関する情報を説明します。
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1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要

Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の
概要

新機能
Agilent OpenLab は、ラボソフトウェアのポートフォリオを含むオープン
アーキテクチャで、再使用可能な標準インターフェイスを備えています。

OpenLab CDS ChemStation Edition には、Agilent の LC、GC、A/D、CE、
CE-MS、および LC-MSD 機器のすべての機器コントロールが用意されてい
ます。マルチテクニック、マルチベンダーの機器コントロールを利用して
データの取り込み、分析、解析を行うことができます。このクロマトグラ
フィソフトウェアは OpenLab Control Panel から起動します。コントロー
ルパネルでは、OpenLab Shared Services のすべての機能を利用できます。

ChemStation エディションの C.01.01 から始まる各リビジョンの新機能の
概要については、ChemStation のリリースノートを参照してください。

注記 C.0x.0x から現在のバージョンへの OpenLab CDS ChemStation Edition のアッ
プグレードの詳細については、該当する OpenLab CDS ChemStation Edition 
のインストールガイドを参照してください。
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1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要

OpenLab CDS ChemStation のアーキテクチャの
概要

図 1 OpenLab CDS ChemStation Edition アーキテクチャ

OpenLab CDS ChemStation Edition には以下のソフトウェアとインターフ
ェイスモジュールが含まれています。
• OpenLab Control Panel

OpenLab Control Panel は、OpenLab Shared Services にアクセスする
ためのユーザーインターフェイスです。

• OpenLab Shared Services
このサービスにはユーザー管理、ライセンス管理、機器管理といった中
心的機能が用意されています。これらの機能は、すべての OpenLab モ
ジュールで使用可能です。

• 機器コントロールおよびデータ取込モジュール
ChemStation エディションは下位互換性があるため、ChemStation の
以前のバージョンで取り込まれたデータを処理することができます。
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1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要

OpenLab Shared Services
OpenLab Shared Services には OpenLab Control Panel からアクセスしま
す。Shared Services には、すべての OpenLab モジュールで使用可能な以
下の機能が含まれます。
• 機器管理

機器の基本情報を管理することができます。この情報はコンフィグレー
ションにより、１台の PC からアクセス可能である場合と、ネットワー
ク内の複数ワークステーションからアクセス可能な場合があります。

• ラボステータスの一覧表示
機器の一元化された基本情報にアクセスすることができます。基本情報
とは、機器の名称、ロケーション、ステータス(オンラインまたはオフ
ライン)などです。

• リモート機器コントロール
分散システムコンフィグレーションでは、CDS クライアント PC から機
器を設定および管理することができます。

• アクティビティログブック管理
ユーザーログイン、ユーザーの作成/削除、機器の作成/コンフィグ
レーション/変更/削除といった一元化されたすべてのシステムログ
に、アクセスすることができます。 

• ユーザー管理
ユーザー、グループ、ロール、権限を管理することができます。外部シ
ステム（たとえば ECM または Windows ドメイン）内でユーザーを管
理する場合、これらの既存のユーザーを Shared Services にマッピング
できます。

• ライセンス管理
このサービスにより、機器モジュールやアドオンに必要なすべてのライ
センスを管理することができます。ライセンスの追加や削除、およびす
べてのライセンスのステータス表示が可能です。ライセンスは、シング
ルライセンスサーバー、または冗長ライセンスサーバーにおいて使用で
きます。
機器を起動すると、CDS ワークステーションは必要なライセンスがライ
センスプールで利用できることを自動的に確認し、機器を動作させるた
めに必要なライセンスを保有します。機器を停止すると、ライセンスは
解放され、他の機器で使用可能になります。
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1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
OpenLab CDS ChemStation Edition で 導入された新しい機能のハイライト

OpenLab CDS ChemStation Edition で
導入された新しい機能のハイライト

Agilent の新しいサンプルエントリコンポーネントのサポート

このコンポーネントは、オートサンプラとサンプルコンテナに柔軟性が高
く汎用的な対話型のグラフィック表示を導入して、サンプルエントリの作
業を大幅に簡素化し、スピードアップします。ドラッグ＆ドロップ機能で
直感的に対話操作できるグラフィカルユーザーインターフェイスは、グラ
フィックプログラムやペイントプログラムとよく似ており、サンプルコン
テナのレイアウトに基づいたサンプルリストやシーケンスの設定を可能に
します。

関連付けられた対話型のサンプルリストテーブルには、インテリジェント
な自動入力メカニズムやテーブルフィルタ、高度なコピー＆ペースト機
能、テンプレート、強力なサンプルリストインポート機能など、幅広いビ
ジネスロジックが備わっています。

これにより、サンプルの数や使用する機器の設定または形状に関係なく、
サンプルエントリを直感的かつ効率的に短時間で処理できます。

インテリジェントレポート

新しいレポートテンプレートエディタにより、テンプレートの作成および
修正を簡単に行うことができます。レポートテンプレートは、Microsoft 
Business Intelligence Studio でも使用されている標準のレポート定義言語 
(RDL) で保存されます。

シーケンスメソッドでレポートテンプレートを参照する場合、そのレポー
トテンプレートは自動的に結果セットにコピーされます。

インテリジェントレポートを有効にすると、新設の［レビュー］ビューが
利用可能になります。これにより、データファイルのさまざまな組み合わ
せに対してあらゆるレポートテンプレートを適用することができます。

メソッド用途

ChemStation エクスプローラから、マスターメソッドおよびシーケンスメ
ソッドを直接読み込むことができます。［メソッド更新］ ダイアログ ボッ
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1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
OpenLab CDS ChemStation Edition で 導入された新しい機能のハイライト

クスでは、マスターメソッドとシーケンスメソッドを同期することができ
ます。

再解析モードと再計算モード

クラシックデータ解析では、再計算モードまたは再解析モードを選択する
ことが可能です。再解析モードでは、シーケンスのコンテキスト内のサン
プルを再解析することができます(ブラケットキャリブレーションなど)。
再計算モードでは、メソッドの異なるサンプルまたはサンプルセットを再
計算することができます。各モードと関連付けられた必要な機能は、別の
ツールバーで利用できます。 

結果セット

シーケンスコンテナーは、結果セットと呼ばれます。結果セットで使用さ
れるメソッドは、取込中に変更される場合があります。すでに取り込んだ
データを利用して、独自の結果セットを作成することができます。ユー
ザーが編集した結果セットを、クロスサンプル計算などに使用することが
できます。 

更新されたインフラストラクチャ
プログラムファイルとデータのインストールに関する Microsoft 社の推奨
事項に従って、デフォルトの ChemStation パスが変更されています。

プログラムとコンフィグレーションファイルは、C:¥Program Files 
(x86)¥Agilent Technologies¥ChemStation にインストールされます。
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1 Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition の概要
OpenLab CDS ChemStation Edition で 導入された新しい機能のハイライト

デフォルトのデータパス:
¥ユーザー¥パブリック¥パブリックのドキュメント
¥Chemstation

既存のパスを保持したい場合は、インストール中にデフォルトのパスを変
更することができます。
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2 ライセンス方針

ライセンス方針 13
ライセンス取得に関する検討事項 14

この章では、Agilent OpenLab CDS ChemStation Edition のコンポーネントと
機能に関するライセンス方針について説明します。

ライセンスの詳細については、『OpenLab CDS ChemStation Edition シス
テムトポロジとアーキテクチャコンセプト』を参照してください。

ライセンスファイルの更新に関する詳細については、ワークステーション
インストールガイドを参照してください。
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2 ライセンス方針
ライセンス方針

ライセンス方針

OpenLab CDS ChemStation Editionで導入された新ライセンス方針では、
ライセンスをより効率的に使用できます。以前の ChemStation A および B 
リビジョンとは異なり、機器コントロール、ドライバ、およびアドオンの
ラインセンスが、フローティングライセンスになっています。機器は、起動
時にライセンス管理へ必要なライセンスを要求し、終了時にライセンスを
戻します。つまり、インストールした機器ごとに 1 つのライセンスではな
く、同時に実行する機器数をカバーできるライセンス数だけを購入すれば
よいことになります。ライセンス管理は Shared Services の一部です。
以下の 2 つのタイプのライセンスがあります。
• カウントライセンスは、関連ソフトウェアまたは機器モジュールごとに 

1 つ使用されます。
• 共有ライセンスは、PC または機器ごとに共有可能です。たとえば、

OpenLab CDS ChemStation Editionライセンスは共有ライセンスです。
つまり、ワークステーションで ChemStation インスタンスを実行する
数に関わらずワークステーション 1 台に必要なライセンスは 1 つのみで
す。

アップグレードする際には、必ず事前に新しいライセンスを入手してくだ
さい。ライセンスは、Agilent Electronic Software and License Delivery シ
ステム（https://agilent.subscribenet.com/）から入手できます。
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2 ライセンス方針
ライセンス取得に関する検討事項

ライセンス取得に関する検討事項

以前のリビジョンからのアップグレード時の
ライセンス取得に関する検討事項
新ライセンス構造の導入に伴い、ライセンスの必要数は、現在のインス
トールで使用しているライセンス数を考慮して再計算する必要がありま
す。 スタンドアローン ワークステーションをインストールする場合、必要
なライセンス数は以前のシステムとほぼ同数です。 ネットワークワークス
テーションをインストールする場合、お使いの現在のライセンス使用状況
を考慮してライセンスの必要数を計算します。すべての機器および 
ChemStation を同時に使用しない場合には、ライセンス数を減らすことが
できます（「ライセンス方針」 13 ページ を参照）。

ChemStation B.04.xx における現在の
ライセンスコンフィグレーションの取得
ChemStation B.04.xx では、現在のライセンスは以下のように表示されま
す。
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2 ライセンス方針
ライセンス取得に関する検討事項

1 ［機器追加］メニューエントリを開きます。

［セットアップウィザード］は、［機器］画面で開きます。

2 ［次へ］をクリックして、機器コンフィグレーションの次の画面に進み
ます。
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2 ライセンス方針
ライセンス取得に関する検討事項

セットアップウィザードの［ライセンス］画面には現在のライセンス
がすべてリストされます。

3 現在のライセンス取得済み製品と製品番号を記録します。
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2 ライセンス方針
ライセンス取得に関する検討事項

B.04.01 以前の ChemStation リビジョンにおける
現在のライセンスコンフィグレーションの取得
B.04.01 以前の ChemStation の場合、以下の手順を使用します。
1 ［ライセンス追加］メニュー項目を開きます。

［ライセンス追加］ダイアログボックスが開きます。

2 ライセンスとキーの値を記録します。
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3 OpenLab CDS ChemStation Editionへの
アップグレードの前提条件

ハードウェアおよびソフトウェア要件 19
通信コンポーネント 20

この章では、OpenLab CDS ChemStation Editionソフトウェアが正常に動作す
るための要件について説明します。PC のタイプやパフォーマンス、オペレー
ティングシステム、および通信プロトコルに関する要件を説明します。
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3 OpenLab CDS ChemStation Editionへのアップグレードの前提条件
ハードウェアおよびソフトウェア要件

ハードウェアおよびソフトウェア要件

データの分析と再解析は、取込または前回の再解析に使用したものと同じ
かそれより後のバージョンでしかサポートされません。

コンピューターのハードウェアとパフォーマンスに関する要件の詳細は、
OpenLab CDS ChemStation Edition の要件（製品メディアの Disk1¥Docs 
の CDS_requirements.pdf）に記載されています。
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3 OpenLab CDS ChemStation Editionへのアップグレードの前提条件
通信コンポーネント

通信コンポーネント

標準 TCP/IP プロトコルを用いて機器を接続する場合は、このプロトコルを 
PC のネットワークプロトコルとしてインストールしておく必要がありま
す。分析機器をネットワークに接続するために使用している LAN アセンブ
リまたは G1369A/B/C ネットワークカードの現在のコンフィグレーション
は、アップグレードの際も維持されます。

GPIB コントロール機器からネットワーク接続にアップグレードする場合
は、必要なネットワーク通信コンポーネントをインストールし、機器を再
コンフィグレーションする必要があります。



ChemStation アップグレードガイド 21

4 ChemStation B バージョンからリビジョン 
C.0x.xx へのアップグレード

アップグレード手順の概要 22
アップグレードの準備 24
機器固有のアップグレード説明 25
アドオンソリューションの操作手順 27

ChemStation のインストール 28
インストールの完了 29
ECM を使用したインストールの アップグレード 30
アップグレードの準備 30
アップグレードの完了 30
ECM-OpenLab Control Panel 権限ディクショナリ 31

ChemStation リビジョン A.xx.xx からの マニュアルアップグレード 37

この章では、Agilent ChemStation リビジョン B を Agilent OpenLab CDS 
ChemStation Edition にアップグレードする方法について説明します。アップ
グレード中のアドオンソリューションへの対処法も含まれます。
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アップグレード手順の概要

ChemStation へのアップグレードは、メジャーアップグレードです。すな
わち、マスターインストーラは ChemStation をインストールする前に以前
の ChemStation をアンインストールするかまたは別のフォルダーへと移動
させます。
• ChemStation リビジョン B.04.0x では、既存の ChemStation フォルダー

へのアップグレードを選択すると、インストールされていた 
ChemStation ファイルは削除され、ユーザーが作成したすべてのファイ
ルはバックアップフォルダーに移動されます。新しいフォルダーを作成
するように選択した場合、既存のフォルダーは元の名前で保持されま
す。

• ChemStation リビジョン B.03.0x およびそれ以前では、既存の 
ChemStation フォルダーへのアップグレードを選択すると、ユーザーが
作成したすべてのファイルも含めて、ChemStation のインストール一式
が、バックアップフォルダーに移動されます。新しいフォルダーを作成
するように選択した場合、既存のフォルダーは元の名前で保持されま
す。

いずれの場合も、デフォルトのディレクトリを使用している場合は、ファ
イルは 22ページ表1 のようにバックアップされます。

表 1 バックアップファイル構造

フォルダ名 ファイルタイプ

Chem32_001¥x¥data¥*.d データファイル

Chem32_001¥x¥methods¥*.m メソッド

Chem32_001¥x¥sequences¥*.s シーケンス

Chem32_001¥x¥hypersequences¥*.hyp ハイパーシーケンス

Chem32_001¥x¥verify¥*.val システムベリフィケーションテスト

Chem32_001¥x¥*.wpt ウェルプレート定義ファイル

Chem32_001¥repstyles¥*.frp レポートスタイル

Chem32_001¥core¥*.mac, mcx user.mac を含むユーザーが作成し
たマクロファイル
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ChemStation B.02.01 から行う場合、データファイル、メソッド、シーケ
ンスのために追加パスを設定できます。これらの追加の場所にあるファイ
ルもコピーされません。これらは、ChemStation での対応するパスに手動
で移動する必要があります。

ChemStation C.01.08 以降、Microsoft の標準に準拠するため、デフォルト
インストールパスが変更されています。「更新されたインフラストラクチ
ャ」 10 ページに記載されたデフォルトパスを使用することをお勧めしま
す。

Chem32_001¥core¥*.xml XML ファイル

Chem¥speclibs¥*.uvl UV スペクトルライブラリファイル

表 1 バックアップファイル構造

フォルダ名 ファイルタイプ

注記 ChemStation リビジョン A.xx.xx と B.xx.xx のライセンス番号とファイルは、新
しい OpenLab CDS では有効ではありません。「ライセンス方針」 13 ページ を
参照し、お取引およびアップグレードライセンスについての詳細は、最寄り
の販売担当者にご連絡ください。
アップグレードを開始する前に、利用可能な機器の適切なライセンスがある
ことを確認してください。
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アップグレードの準備

ChemStation をアップグレードする前に、重要な準備をいくつかしておく
必要があります。

1 システム全体をバックアップしてからアップグレードを開始することを
強くお勧めします。

2 コンフィグレーションエディタを実行し、設定した機器それぞれの詳細
について記録します。
• 機器番号
• 機器名
• 接続設定 (IP アドレス、GPIB アドレスなど)

任意のアドオンソリューションの詳細を含む
OpenLab Control Panel でお使いの機器を設定するには、以上の情報が
必要となります。

3 それぞれの機器では、ChemStation を実行し、［プレファレンス］ダイ
アログボックス（［表示］> プレファレンス）を開き、各タブの設定を
記録します。
これらの設定を、アップグレードした ChemStation で再設定する必要
があります。

4 「機器固有のアップグレード説明」 25 ページ の説明に従って機器に固
有の準備を行います。

注記 OpenLab CDS ChemStation Edition C.01.08 以降は、Windows 7 SP1 と 
Windows 10 でのみサポートされています。以前の ChemStation B.0x.0x バー
ジョンは、様々な旧バージョンの Windows OS でサポートされていました。
ChemStationにアップグレードするには、アップグレードを開始する前に OS 
を更新する必要があります。前提条件も確認してください。 (「OpenLab CDS 
ChemStation Editionへのアップグレードの前提条件」 18 ページ)

注記 ECM をインストールしている場合は、まず追加の設定を記録する必要がある
場合があります。詳細については、「ECM を使用したインストールの アップ
グレード」 30 ページを参照してください。
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5 Windows の［コントロールパネル］から［プログラムの追加/削除］　
を使用して、ChemStation サービスリリースまたはパッチがあればアン
インストールすることを強くお勧めします。

6 必要に応じて、Windows の［コントロールパネル］から［プログラム
の追加/削除］を使用して、以下のコンポーネントをアンインストール
します。
• PDF XChange
• Agilent I/O ライブラリ
• すべての ECM 関係のコンポーネント（ECM API および ECM クライ

アント）
これらのコンポーネントのいずれかが存在する場合、マスターインス
トーラーによって、OpenLab CDS インストールの一部が検出されたと
レポートされ、アップグレードを続行できません。

7 アドオンソリューションをすべてアンインストールします。特定のアン
インストールの説明については、アドオンソリューションのマニュアル
を参照してください。

8 すべての実行中のプログラムを終了し、コンピューターを再起動しま
す。
これで ChemStation のインストールを開始する準備ができました。

機器固有のアップグレード説明

注記 サービスリリースおよびパッチを削除せずにアップグレードのインストール
をすることも可能です。 ただし、サービスリリースおよびパッチを含む以前の
バージョンの ChemStation が正しくアップグレードされている場合も、アッ
プグレード後に、対応するエントリが［プログラムの追加/削除］に残る場
合があります。 この場合、これらのエントリをあとから削除しないでくださ
い。

注記 クラシックドライバーは ChemStation C.01.08 以降ではサポートされていませ
ん。RC.Net ドライバーのみサポートされています。
クラシックドライバーから RC.Net ドライバーへアップグレードする場合、
『OpenLab CDS ChemStation Edition ワークステーションのインストールとコ
ンフィグレーションガイド』の「クラシック機器ドライバーの RC.NET ドライ
バーへの更新」のセクションを必ずお読みください。
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LC 固有のアップグレード説明

LC 固有のアップグレード説明はありません。

GC 固有のアップグレード説明

ChemStation ソフトウェアをアップグレードする前に、HeadSpace、PAL 
Autosampler、SimDis、LTM ソフトウェアなどのアドオン製品をアンイン
ストールする必要があります。

Companion は、C.01.01 以降の GC ChemStation に含まれており、個別の
アドオン製品ではなくなりました。

Retention Time Locking ソフトウェアが B.01.0x と B.02.0x のアドオンとし
てインストールされている場合、アップグレードする前にコントロールパ
ネルから［プログラムの追加/削除］を使用して削除する必要がありま
す。RTL はリビジョン B.03.01 以降はアドオンではないため、削除の必要
はありません。

35900E 固有のアップグレード説明

G2072BA および G2073BA A/D 製品には、LAN 通信機能を備えた 35900E が
必要となります。

LCMS 固有のアップグレード説明

LC/MSD
ファーム

ウェアの更新

Agilent 6100 シリーズ LC/MS と Agilent 1100/1200 シリーズ LC/MSD のファ
ームウェアは、LC/MSD ChemStation ソフトウェアの一部に含まれます。
リビジョン C.0x.xxに LC/MSD ChemStation をアップグレードした後、
LC/MSD ファームウェアを更新する必要があります。

機器ファームウェアを更新するには、最初に LC/MSD ChemStation を閉じ
てください。次に、インストールメディア上の Disk6¥FIRMWARE-MS に存
在する msupdateLauncher.bat を起動してください。msupdated.exe が立ち
上がります。機器の IP を入力するように求められます。

チューニング
ファイル

LC/MSD ChemStation リビジョン C.0x.xxにアップグレードした後は、両極
性オートチューンを行い、機器のチューニングパラメータを再構築してく
ださい。

CE および CEMS 固有のアップグレード説明

CE または CE/MS 固有のアップグレード説明はありません。 
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アドオンソリューションの操作手順
既存の ChemStation をOpenLab CDS ChemStation Editionにアップグ
レードする前に、アドオンソフトウェア製品をすべてアンインストールす
る必要があります。アドオン製品のアップグレードは自動では行われませ
ん。

アドオンソリューションプログラムを保守するため、アドオンソリュー
ションをインストールする際に chemstation.ini ファイル（システムの 
WINDOWS ディレクトリ内）に情報が書き込まれています。アップグレー
ドプロセスでは、アップグレードプログラムがchemstation.ini エントリを
すべて読み込みます。ファイル内のエントリによって、アドオンソリュー
ションが検出されます。アドオンソリューションを前もって削除せずに 
ChemStation ソフトウェアをアンインストールすると、アップグレードプ
ロセス中に警告が表示されます。

ChemStore または ChemAccess などの ChemStation Plus Family に属して
いるインストール済み製品は、標準の Windows アンインストール機能を
使用してアンインストールする必要があります（［スタート］>［設定］>
［コントロールパネル］>［プログラムの追加と削除］を選択します）。
ChemStation をアップグレードする前に、Windows ルーチンを使用してこ
れらの製品をアンインストールしてください。

また、アドオンプログラムによっては、アンインストールしても 
chemstation.ini ファイルから削除されないエントリがあります。これらの
エントリは、アドオンソリューションをアンインストールした後、アップ
グレードインストールの前に chemstation.ini ファイルから手動での削除が
必要となる場合があります。ChemStation.ini ファイルは C:¥windows フォ
ルダーにあります。
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ChemStation のインストール

ポータブルデータ保存デバイスからインストールする場合には、デバイス
をコンピューターの USB ポートに挿入し、OpenLabCDS_A01xx_xxx¥Disk1 
に移動して、setup.bat を実行します。

詳細については、『OpenLab CDS ChemStation Edition ワークステーショ
ンインストールガイド』を参照してください。

ChemStation のインストールが完了したら、PAL サンプラソフトウェアを除
くアドオンソリューションをインストールします。PAL サンプラについて
は、ソフトウェアをインストールする前に機器を設定する必要がありま
す。詳細については、「アドオンソリューションの操作手順」 27 ページを
参照してください。

注記 ChemStation エディションの現在のバージョンにアップグレードした場合は、
クラシックドライバーも含めて、すべての機器のコンフィグレーションが維
持されます。
ただし、［機器コンフィグレーション］をクリックすると、クラシックドライ
バーのオプションは使用できなくなります。
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インストールの完了

1 Windows［エクスプローラ］を開き、バックアップフォルダからユー
ザーが作成したファイルをすべて新しく作成した機器フォルダにコピー
するか、移動します。

2 それぞれ新しく作成した機器について ChemStation を実行し、［プレ
ファレンス］ダイアログボックス（［表示］>［プレファレンス］）を
開き、アップグレード前に記録していたプレファレンスを設定します。

注記 ECM のインストールでコンフィグレーションをアップグレードする場合は、
追加のプレファレンスを設定する必要がある場合があります。詳細について
は、「ECM を使用したインストールの アップグレード」 30 ページを参照して
ください。
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ECM を使用したインストールの
アップグレード

ChemStation リビジョン C.0x.xx では、ChemStation のユーザー、ロール、
および権限は、以前の ChemStation リビジョンのように ECM ではなく、
OpenLab Control Panel で管理されます。このため、ChemStation のユー
ザー、ロール、および権限を ECM から OpenLab Control Panel に転送し、
ECM でユーザーが作成したロールを OpenLab Control Panel で再び作成す
る必要があります。ECM のユーザー、ロール、および権限は以前のように 
ECM で引き続き管理されます。

さらに、ChemStation リビジョン B.04.0x からアップグレードする場合、
ChemStation 管理ツールの設定を、ChemStation リビジョン C.0x.xx に転
送してください。

アップグレードの準備
1 ChemStation リビジョン B.04.0x からアップグレードする場合、

ChemStation 管理ツールを開き（［スタート］>［プログラム］> 
Agilent Technologies > ChemStation 管理ツール）、すべての設定を
記録します。
これらの設定を、アップグレードした ChemStation で再設定する必要
があります。

2 「ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレー
ド」 21 ページ のアップグレード手順に従って行います。

アップグレードの完了
1 ChemStation アップグレードの手順を完了します（「インストールの完

了」 29 ページ を参照してください）。

注記 ECM 接続は、英語版のオペレーティングシステムのみでサポートしています。
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2 ChemStation リビジョン B.04.0x からアップグレードする場合、
ChemStation 管理ツールを開き（［スタート］>［プログラム］> 
Agilent Technologies > ChemStation 管理ツール）、自分の記録した
すべての設定をリセットします。

3 ［OlssEcm］が、［コンフィグレーションプロファイル］グループで
［クライアントサービスプロファイル］として選択されることを確認し
て、［OK］をクリックします。

4 ECM にログインして、管理設定に移動します。
5 ChemStation ユーザーの詳細をすべて記録します。

• ユーザー
• ユーザーグループ
• ロール
• 権限
この情報を OpenLab Control Panel に転送してください。

6 OpenLab Control Panel を起動して、［管理］に移動します。
7 ［ユーザー］、［グループ］、および［ロール］のノードを使用して、

ECM の場合と同じ条件になるように OpenLab Control Panel で設定して
ください。

ECM-OpenLab Control Panel 権限ディクショナリ

ChemStation: ビューアクセス

注記 OpenLab Control Panel における権限の名前は、ECM とは異なります。
「ECM-OpenLab Control Panel 権限ディクショナリ」 31 ページ に、ECM と 
OpenLab Control Panel の権限名についての関係性を示します。

権限 ECM コントロールパネル

メソッド＆ラン
コントロールビューへの
アクセス

CS: コントロール
（ビュー）

メソッド＆ラン
コントロールビューに
アクセス

データ解析ビューへの
アクセス

CS: データ解析（実行） データ解析ビューに
アクセス
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ChemStation: 機器

診断ビューへのアクセス CS: 診断（ビュー） 診断ビューにアクセス

リテンションタイム
ロックメニューへの
アクセス（GC のみ）

CS: リテンションタイム
ロック（編集）

RT ロックにアクセス

リテンションタイム検索
メニューへのアクセス
（GC のみ）

CS: リテンションタイム
検索（編集）

RT 検索にアクセス

ベリフィケーション
（OQ/PV）ビューへの
アクセス

CS: ベリフィケーション
（ビュー）

ベリフィケーション
ビューにアクセス

バッチビューにおける
すべての操作を有効

CS: バッチ（実行） バッチビューを有効

チューンビューへの
アクセス（LC-MSD のみ）

CS: チューン（ビュー） チューンビューに
アクセス

レポートレイアウト
ビューへのアクセス

CS: レポートレイアウト
（ビュー）

レポートレイアウト
ビューにアクセス

新しいレビュービューへ
のアクセス

N/A レビュービューに
アクセス

権限 ECM コントロールパネル

機器コンフィグレーション
パラメータを変更

CS: 機器
コンフィグレーション
（編集）

機器
コンフィグレーションの
変更

権限 ECM コントロールパネル



ChemStation アップグレードガイド 33

4 ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレード
ECM を使用したインストールの アップグレード

ChemStation: メソッド

権限 ECM コントロールパネル

特定のメソッドに関する
監査証跡を有効

CS: 監査証跡（実行） 監査証跡を有効

キャリブレーション
テーブルを作成/変更、
キャリブレーション設定
を変更

CS: キャリブレーション
（編集）

キャリブレーション
テーブルの編集

機器メソッド
パラメータを変更

CS: 機器設定（編集） 機器メソッドの変更

積分イベントを変更し、
自動積分を実行

CS: 積分イベント
（編集）

積分イベントの編集

イオンラベルに関する
オプションを編集
（LC/MS のみ）

CS: イオンラベル
（編集）

イオンラベルの編集

メソッドの変更を保存
（データ解析ビュー内の
シーケンス/
マスターメソッドの
更新を含む）

CS: メソッド（編集） メソッド変更の保存

ChemStation
エクスプローラで
メソッドを削除

CS: メソッド（削除） メソッドの削除-CS

ランタイム
チェックリストと
メソッド情報を変更

CS: メソッドプロパティ
（編集）

メソッドプロパティの
変更

ノイズ範囲および
パフォーマンスリミット
を編集

CS: システム
スータビリティ
（編集）

システム
スータビリティの編集

対話的
リキャリブレーションの
実行

CS: リキャリブレーショ
ン（実行）

メソッド
リキャリブレーションを
実行
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4 ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレード
ECM を使用したインストールの アップグレード

ChemStation: データ

ChemStation: レポート

ChemStation: シーケンス

権限 ECM コントロールパネル

データを ECM へ
対話的に保存

CS: データ（編集） ストレージへデータの
保存

ChemStation
エクスプローラで
データファイルを削除

CS: データ（削除） データの削除

マニュアル積分を実行 CS: マニュアル積分
（実行）

マニュアル積分

権限 ECM コントロールパネル

レポートを印刷/
プレビュー

CS: レポートを印刷
（実行）

プレビュー/
レポート印刷

レポート計算/
印刷スタイルを変更し、
機器カーブを編集

CS: レポート（編集） レポートの変更

レポートテンプレートを
保存

CS: レポートプレート
（編集）

N/A

権限 ECM コントロールパネル

シーケンスの再解析 CS: 再解析（実行） 再解析

シーケンスを保存 CS: シーケンス（編集） シーケンステンプレート
保存
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4 ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレード
ECM を使用したインストールの アップグレード

ChemStation: コントロール

ChemStation: ログブック

ChemStation: セキュリティ

ChemStation
エクスプローラで
シーケンスを削除

CS: シーケンス（削除） シーケンスの削除

シーケンスサマリ
レポートおよび
拡張統計法設定を変更

CS: シーケンスサマリ
（編集）

シーケンスサマリの編集

権限 ECM コントロールパネル

取り込みを開始
（シングルサンプル
またはシーケンス）

CS: 分析（実行） 測定

権限 ECM コントロールパネル

現在のログブックを保存 CS: ログブック（編集） ログブックの保存

現在のログブックを消去 CS: ログブック（削除） ログブックの消去

権限 ECM コントロールパネル

他のユーザにより
ロックされた 
ChemStation 
セッションを解除

CS: セッションロックを
解除（実行）

セッションロックを解除

コマンドラインを
オン/オフ

CS: コマンドライン
（実行）

コマンドライン

権限 ECM コントロールパネル
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4 ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレード
ECM を使用したインストールの アップグレード

キュー転送とスプーラ
キューマネージャに
アクセス

CS: キュー転送管理
（実行）

キュー転送管理

ECM への
自動アップロードを
有効/無効

CS: 転送プレファレンス
（編集）

ストレージ転送
プレファレンスの変更

権限 ECM コントロールパネル
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4 ChemStation B バージョンからリビジョン C.0x.xx へのアップグレード
ChemStation リビジョン A.xx.xx からの マニュアルアップグレード

ChemStation リビジョン A.xx.xx からの
マニュアルアップグレード

ChemStation リビジョン A.xx.xx は、ChemStationに自動的にはアップグ
レードできません。PC のハードウェアとソフトウェア、および機器
ファームウェアは、前提条件を満たしている必要があります（「OpenLab 
CDS ChemStation Editionへのアップグレードの前提条件」 18 ページ を参
照してください）。すべての前提条件を満たしている場合は、データをバ
ックアップし、使用していた ChemStation リビジョンをアンインストール
したあとに、ChemStationのセットアップウィザードを実行します。また
は、サポートされているクリーンなシステムに ChemStationをインストー
ルすることもできます。

インストール後に、ユーザーが作成したファイルを必要に応じて適切な
ディレクトリにマニュアルで移動します。必要なデータをすべてバックア
ップしてください。ChemStationでメソッド、シーケンスなどを読み込む
と、新しいファイル形式で保存されます。ChemStationで保存されたファ
イルは、ChemStation リビジョン A.xx.xx との下位互換性はありません。

注記 カスタマイズされたマクロソリューションおよび user.mac のマクロは、
Unicode ベースのエンコードに移行することによって影響を受ける場合があり
ます。
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5 付録
営業およびサポートのお問い合わせ先

営業およびサポートのお問い合わせ先

営業およびサポートのお問い合わせ先については、以下のウェブサイトを
確認してください。

https://www.agilent.com/chem/contactus:jp
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ChemStation C.01.08 以降への アップグレード後にクラシックドライバーを使
用した機器の再コンフィグレーション

ChemStation C.01.08 以降への
アップグレード後にクラシックドライバーを
使用した機器の再コンフィグレーション

『OpenLab CDS ChemStation Edition アップグレードガイド』
（CDS_CS-Upgrade.pdf）で説明するドライバーの準備から推奨事項に従わ
なかった場合、ChemStation は起動しますが、クラシックドライバーを使
用した機器は使用できなくなります。お使いの機器を再コンフィグレー
ションする必要があるという通知を受けます。

クラシックドライバーの機器とメソッドは、自動的に RC.NET に更新され
ません。以下の手順を実行して、設定を更新してください。

クラシックメソッドが使用されているかどうか確認するには、Windows エ
クスプローラーへ移動し、対応するメソッドフォルダーのコンテンツを表
示します。クラシックメソッドには、Agilent フォルダーはありません。

1 各クラシックドライバー機器の IP アドレスを記録してください。
2 他のフォルダーにメソッドとデータのバックアップがあることを確認し

てください。
3 機器を再コンフィグレーションするには、［OpenLab Control Panel］

内の機器を選択してください。
4 リボンの［機器コンフィグレーション］をクリックします。

メッセージが表示され、お使いの機器を再コンフィグレーションするよ
うに求められます。

5 ［OK］をクリックします。
［機器コンフィグレーション］パネルが開きます。［クラシックドライ
バを使用］チェックボックスは表示されなくなります。
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5 付録
ChemStation C.01.08 以降への アップグレード後にクラシックドライバーを使
用した機器の再コンフィグレーション

6 機器を更新して RC.net ドライバーを使用するには、［コンフィグレー
ション可能なモジュール］パネルで機器を選択し、矢印をクリックして
［選択したモジュール］パネルに追加します。

7 IP アドレスを入力します。35900E A/D 機器の場合：［シリアル番号と
ファームウェアを取得］をクリックして、対応するエントリを取得して
ください。以下の例のように、35900E A/D 機器に正常に接続されると、
シリアル番号とファームウェアバージョンが更新されます。

これで、機器の設定が完了します。
8 ［OK］をクリックして機器コンフィグレーションを読み込みます。
9 ［スタートアップ時の読み込みメソッド］オプションを指定し、以下の

いずれかのオプションを選択します。
a 選択するオプションをユーザーに確認する
b ［機器にメソッドをダウンロード］（スタートアップ時のオプション

を選択して、クラシックドライバーの挙動に合わせてください。）
c 機器からメソッドをアップロード
d 機器から新規メソッド作成

10 ［OK］をクリックして完了します。
11 新たにコンフィグレーションした機器を起動します。
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5 付録
ChemStation C.01.08 以降への アップグレード後にクラシックドライバーを使
用した機器の再コンフィグレーション

12 メソッドを RC.NET ドライバーに変換するには、メソッドを読み込んで
ください。以下のようなダイアログが開いたら、［OK］をクリックし
ます。

メソッドをレビューし、更新が必要なければ、メソッドを保存するとき
に「RC.NET へ更新済み」などのコメントを追加します。
メソッドは読み込まれるときに RC.NET に変換されます。変換されたメ
ソッドはディスクへ保存された後、Agilent フォルダーと 
RapidControl.InstrumentConfig ファイルが追加されます。



www.agilent.com
Agilent Technologies 2010-2019

Published in Germany 
04/2019

M8301-96038*

M8301-96038 リビジョン C

本書の内容

Agilent ChemStation リビジョン A または 
B.xx.xx から OpenLab CDS ChemStation 
EditionC.0x.xx にアップグレードする場合
に、このハンドブックを使用してくださ
い。
このハンドブックでは、以前の 
ChemStation のリビジョンからの主な変更
点について詳しく説明します。
Agilent ChemStation の正常なアップグレー
ドと動作のために必要な、PC のハードウェ
ア要件およびソフトウェア要件について
は、『OpenLab CDS ChemStation Edition 
要件ガイド』を参照してください。
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